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このたびは「プ□ジェクターユニット FOl 」 をお買い上げいただきまして、 
まことにありがとラございます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をお読みの上、正しくお使いください。お読 
みになった後は、大切に保管してください。 

• ご使用の F 日 MA 端末び対応機種であることを、 F 日 MA 端末の取扱説明書でご確 
認ください。また、ご使用前に、 F 日 MA 端末の取扱説明書をあわせてご覧くだ 
さい。 

• プ□ジェクターユニット F 日]は海がではご利用になれません。 

•この 「取扱説明書」の本文中においては、「プ□ジェクターユニット F 日1」を 
「プ□ジェクター」と表記しています。 

•本書に掲載している画面およびイラストはイメージです。実隙の製品とは異な 
る場合びありまず。 

•仕様および列観は、性能向上のため予告なく変更ずることびあ0ます。 


付属品について 



•本書の内容の一部、または全部を無断転載ずることは、禁止されています。 

• 本書の内容やホームページの URL および記載内容は、将来予告なしに変更することび 
あります。 

• 本書についての最新情報は、ドコモのホームページよりダウン□ードできます。 
http://www.nttdocomo.co.jp/support/trouble/manual/downloacl/index.html 
なお、 URL および掲載内容については、将来予告なしに変更することびありまず。 
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はじめに 


プ□ジェクターユニット F 01 ででまること 


プ□ジェクターユニット F01 は、 F-04 日やが部機器を接続してさまさ‘まなデータ 
を投写ずることがでさまず。 

• F -04 B と接合ずる 一 P 23 


F - 日 4 B と接合してワンセグなどを見る 
ことびでさます。ディスプレイユニッ 
卜だけでなく、分離したキーユニット 
か5の操作わ行ラことびでさます。 


• F - 日 4 B と Bluetooth ® 接続ずる一 P 24 


F - 日 4 B と Bluetooth 接続ずることで、 
F - 日 4 B と接合せずに静止画などを見る 
ことびでさます。 


•パソコンやデジタルカメラを接続ずる一 P 2 已 


パソコンやデジタルカメラなどのが部 
機器のデータを投写でさます。 

































•巧戦 ゲームを ずる 


F- 日 4B と接合した状態で i アプリを 
投写できます。 F- 日4目と他の 
Bluetooth 対応 F 日 MA 端末を 
Bluetooth 接続し、大画面で対戦ゲー 
ムを楽しむことびでさます。 

対戦ゲームを楽しむ場合、事前に相手 
の端末情報を登録してプ□ジェクター 
に投影した後に相手との通信を開始し 
て < ださし、。 


✓お知 S せ 

•投写された画撒は、 F -04 目のディスプレイの橫画面表示と同じです。 

❖巧応機種について 

プ□ジェクターユニット F 日1は F- 日 4B 用のプ□ジェクターです。なお、パソコン 
やデジタルカメラなどの外部機器を接続することびできまず。 

❖ 出力可能なデータについて 

F- 日 4B から出力巧能なデータは次のとおりです。接続のしかたによって出力巧能 
なデータは異な0ます。 

• F- 日 4B とプ□ジェクターユニットを接合したときには、 F- 日 4B のディスプレイ 
のすベての表示び出力巧能です。 

• F- 日 4B とプ□ジェクターユニットを Bluetooth 接続したときには、静止画 
(JPEG 形式）と文書データ （Word、Excel、PowerPoint) の出力び巧能で 
す。 

知 Sli . 

•外部機器から出力可能なデータは外部機器によって異なります。 
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を全上のご注意（化ずお 
守り <ださい） 


• ご使用の前に、この「安全上のごま 
意」をよくお読みの上、正しくお使 
いください。また、お読みになった 
||ま 後は、大切に保管してください。 

接 • ここに示したを意事項は、お使いに 
に なる人や、他の人へのち害、財産へ 

の損害を未然に防ぐための内容を記 
載していますので、必ずお守りくだ 
さい。 

• 次の表示の区分は、表示内容を守5 
ず、誤った使用をした場をに生じる 
危害や損害の程度を説明しています。 


A 

を険 

この表示は、取り扱いを 
誤った場を、「死 t または重 
傷を負ラ危険び切迫して生 
じることび想定される」内 
容でず。 


A 

この表示は、取り扱いを 
誤った場を、「死 t または重 
傷を負ラ可能性び想定され 
る」内容です。 

敢化 
言口 

A 

注意 

この表示は、取り扱いを 
誤った場を、「傷害を負ラ巧 
能性び想定される場合およ 
び物的損害のみの発生び想 
定される」内容です。 



•次の繪表示の区分は、お守りいただ 
く内容を説明していまず。 


0 

禁止 

禁止（してはいけないこと） 
をのします。 

巧解創 

分解してはいけないことをお 
す記号です。 

(§) 

謂れ手禁止 

請れた手で扱ってはいけない 
ことを示す記号です。 

水謂れ禁止 

水びかかる所で使用したり、 
水に濡5した0してはいけな 
いことをおす記号です。 


〇 

指を 

指示に基づ<行為に対する強 
制〔必ず実行していただくこ 
と) を示します。 

を 

電源フラ 
グを巧く 

電源プラグをコンセントから 
扳いていただ<ことを示ず記 
号です。 


■ r ま全上のごま意 J は次の日項目に 
分けて説明していまず。 

プ□ジ I クタ ー、 電池パック、アダプタ 


の取り扱い（共通） . 已 

プ□ジェクターの取り巧い . 6 

電池パックの取り扱い . 7 

アダプタの取り扱い . 8 

医用電気機器近くでの取り扱い . 9 
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♦プ□ジエクター、電池パック、 
アダプタの巧0巧い{共ほ） 


A 危険 

Q 义のそば、直が日光の当たる場 
巧、炎天下の車内などの高温の 
禁止場所で使用、保管、放置しない 
で < ださい。 

機器の変形、故障や、電池パック 
の漏液、発熱、破裂、発火、性能 
や寿命のお下の原因とな0ます。 
また、ケースの一部び熱くなり、 
やけどの原因となることびありま 
す。 


® 分解、改造をしないでくださ 
し、。また、八ンダ付けしないで 
分解禁止ください。 

火が、けび、感電などの事故また 
は故障の原因となります。また、 
電池パックを漏液、発熱、破裂、 
発火させる原因となります。 


濡5さないでください。 

水やぺッ K の尿などの液体び入る 
zkiiniih と発熱、感電、火災、故障、けび 
などの原因となります。使用場 
所、取り扱いにご注意ください。 


〇 プ□ジェクターに使用ずる電池 
パックおよびアダプタは、 
few NTT ドコモが指定したものを 
使用してください。 

指定品政がのちのを使用した場を 
は、プ□ジェクターおよび電池 
パック皆その他の磯器を漏液、発 
熱、破裂、発火、故障させる原因 
となります。 

A 警告 

Q 電子レンジなどの加熱調理機器 
や高圧容器に、電池パック、プ 
禁止□ジェクターやアダプタを入れ 
ないで < ださい。 

電池パックを漏液、発熱、破裂、 
発火させたり、プ□ジてクタ ー、 
アダプタの発熱、発煙、発火や回 
路部品を破壊させる原因となりま 
す。 


/ C \ 強い衝撃を与えたり、投げ付け 
^た0しないでぐださい。 

電池パックの漏液、発熱、破裂、 
発火や機器の故障、火災の原因と 
な0ます。 


Q 巧電端モやが部接続端子に導電 
性異物（金属片"、鈴筆のおな 
ど）が軸れないよラにしてぐだ 
さい。また、内部に入れないよ 
ラにしてください。 

ショートによる乂災や故障の原因 
とな0ます。 


〇 使用中、巧電中、保管時に、異 
„臭、発熱、変色、変形など、い 
ままでと異なるときは、直ちに 
次の作業を行ってください。 

1. 電源プラグをコンセントやシ 
ガーライタソケットか5巧く。 
吕.プ□ジ王クターの電源を切る。 
3. 電池パックをプ n ジェクター 
から取り外ず。 

そのまま使巧すると発熱、破裂、 
発火または電池パックの漏液の原 
因とな0ます。 

A ま意 

^ぐ5ついた台の上や傾いた場所 
など、不安定な場所には置かな 
禁ムいでぐださい。 

落下して、けびや故障の原因とな 
0ます。 


Q 湿気やほこりのをい場所や高温 
になる場所には、保营しないで 
^と < ださい。 

故障の原因となります。 

〇 子供が使用ずる場含は、保護を 
が取り扱いの内容を教えてくだ 
帛 W さい。また、使用中において 
ち、プ□ジェクターの発光部を 
直接號かないよラ、指示どおり 
に使用しているかを特にご注意 
<ださい。 

視力障害やけびなどの原因となり 
ふ9 0 
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〇 乳幼児の手の届かない場所に保 
_管してください。 

誤って飲み込んだり、けびなどの 
原因となったじします。 


〇 プ□ジェクターを長時間連続使 
用される場合には特にごま意く 
指 W ださい。 

充電しなびら投写を長時間行ラと 
プ□ジェクターや電池パック•ア 
ダプタの温度び高くなることびあ 
ります。 

温度の高い部分に直接長時間触れ 
るとお客様の体質や体調によって 
は肌に赤みやかゆみ、かぶれなど 
び生じたり、低温やけどの原因と 
なる恐れびあります。 

♦プ□ジエクターの取0巧い 

A 警告 

^使用中はレンズを號かないでく 
' ey ださい。 

視力障害の原因となります。 

^プ□ジェクターの発光部を人に 
じソ向けて点打発光させないでくだ 

禁止さぃ。 

視力障害の原因となります。ま 
た、目びくらんだり驚いたりして 
けびなどの事故の原因となりま 
す。 


A エアバッグの近くのダッシュ 
じ y ボードなど、エアバッグの展開 
による影響が予想される場所に 
プ□ジ I クターを置かないでぐ 
ださい。 

エアバッグび展開した場を、プロ 
ジェクターび本人や他の人などに 
当たり、けびなどの事故和故障お 
よび破損の原因となります。 


/ < r \ 医用電気機器などを装着してい 
^る場含は、胸ポケットや内ポ 
禁とケットへの装着はおやめ<ださ 
い。 

プ□ジてクターを医用電気機器な 
どの近くで使用すると、医用電気 
機器などの故障の原因となる恐れ 
びあります。 


〇 祈空機内や病院など、使用を禁 
止された区域では、プ□ジェク 
輪 ターの電源を切ってください。 

電子機器や医用電気機器に影響を 
与える場合びあります。 

医療機関内における使用について 
は各医療機関の指示に従ってくだ 
さい。また、航空機内での使巧な 
どの禁止行為をした場合、法令に 
より罰せられることびあります。 


〇 屋外で使用中に、雷が鳴り出し 
たら 、ずぐに電源を切ってま全 
日 W な場所に移動してください。 

落雷、感電の原因となります。 


〇 高精度な制御や微弱な信号を取 
り扱ラ電子機器の近くでは、プ 
few □ジエ クターの電源を切つてく 
ださい。 

電子機器び誤動作するなどの影響 
を与える場合びあ0ます。 

ぶご注意いたださたい電子機器 
の例 

補聴器、植込み型む臓ペース 
；><一力および植化み型除細動 
器、その他の医用電気機器、 
火災報知器、自動ドア、その 
他の自動制御機器など。 

植込み型/む臓ペースメーカお 
よび植込み型除細動器、その 
他の医用電気機器をご使用さ 
れる方は、当該の各医用電気 
機器;<一力もしくは販売業者 
に電波による影響についてご 
確認ください。 
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〇 万が一、レンズを破損した際に 
は、割れたガラスや露出したプ 
ち W □ジェ クターの内部にごま意く 
ださい。 

レンズの表面には、プラスチック 
ノ くネルを使用しガラスび飛散りに 
くい構造となっておりますび、 
誤って割れた破損部や露出部に軸 
れますと、けびの原因となりま 
す。 

A ま意 

Q ストラップなどを持ってプロ 
ジェクターを振り回さないでく 
禁止ださい。 

本人や他の人などに当た0、けび 
などの事故や故障および破損の原 
因とな0ます。 


0 箱に入れるなど、密閉した犬態 
で使用しないでください。 

内部の温度び上昇し、発熱、発乂 
や機器の故障、火災の原因となり 
9 〇 


〇 お客様の体質や体調によって 
は、かゆみ、かぶれ、湿疹など 
自 W が生じることびありまず。異状 
が生じた場合は、直ちに使用を 
やめ、医師の診療を受けてくだ 
さい。 

下記の箇所に金属を使用してい 
まず。 


使用箇所 

材質 

表面処理 

電池パックコ 
ネクタ端子 

ベリリウム銅 

金六ツキ 

ネジ 

鋼 

亜鉛メツキ 

が部接続端子 

SUS 

金方ツキ 

VIDEO 端子 

〇ん青銅 

鏡メツキ 

銘板貼付け部 

プ U ント基板 

金方ツキ 

ユニット接続 
端子 

〇ん青銅 

金六ツキ 

IJ ァヶース 

マグネシウム 

塗装 


〇 長時間使用しない場合は、電池 
パックを外してください。 

火災、故障の原因となる場合びあ 
0ます。 

♦電池パックの取0巧い 


■ 電池パックのラベルに記載されてい 
る表示により、電池の種類をご確認 
ください。 


表示 

電池の種類 

Li-ion 00 

U チウムイオン電池 


A ち険 

Q 端子に針金などの金属類を接角虫 
させないでください。また、金 
禁止属製ネックレスなどと一緒に持 
ち運んだり、保管したりしない 
でぐださい。 

電池パックを漏液、発熱、破裂、 
発火させる原因となります。 


i < r \ 電池パックをプ□ジェクターに 
' Oy 取り付けるときに、ラまく取り 
禁ム付けでさない場含は、無理に取 
り付けないでください。また、 
電池パックの向きを確かめてか 
6取り付けてください。 

電池パックを漏液、発熱、破裂、 
発火させる原因となります。 


^ 乂の中に投下しないでくださ 

電池パックを漏液、発熱、破裂、 
発乂させる原因となります。 


® 釘を刺したり、八ンマーで D 口い 
たり、踏みつけたりしないでく 
禁止ださい。 

電池パックを漏液、発熱、破裂、 
発火させる原因となります。 


〇 電池パック内部の液体び目の中 
に入ったときは、こず6ず、ず 
指の ぐにきれいな水で洗った後、直 
ちに医師の診療を受けてくださ 
い。 

失明の原因となります。 
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A 警告 _) 

0 落下による変おや傷など外部か 
5の衝撃により電池パックに異 
禁止常が見6れた場台は、直ちに使 
用をやめてぐださい。 

電池パックの漏液、発熱、破裂、 
発火や機器の故障、火災の原因と 
なります。 


〇 所定の巧電時間を超えてち巧電 
が完了しない場台は、巧電をや 
指の めてください。 

電池パックを漏液、発熱、破裂、 
発火させる原因となります。 


A 電池パックが漏液したり、異臭 
V がずるときは、直ちに使用をや 
few めて火気か6遠ざけてくださ 
い。 

漏液した液体に引火し、発火、破 
裂の原因となります。 


〇 ぺットび電池パックに陋みつか 
_ないよラごま意ぐださい。 

f 胃 W 電池パックの漏液、発熱、破裂、 
発火や機器の故障、火災の原因と 
なります。 

A 注意 

^一般のゴミと一緒に捨てないで 
^ くださぃ。 

禁ム発火、環境破壊の原因となりま 
す。不要となった電池パックは、 
端テにテープなどを貼0、絶縁し 
てからドコモシヨップなど窓□に 
お持ちいただくか、回収を行って 
し、る市町村の指示に従ってくださ 
い。 


S 濡れた電池パックを巧電しない 
で < ださい。 

電池パックを発熱、発乂、破裂さ 
せる原因となります。 


〇 電池パック内部の液体が皮膚や 
_巧月民に付着した場合は、直ちに 
使用をやめてされいな水で十分 
に洗い流してください。 

皮膚に傷害を起こす原因となりま 
す。 


♦アダプタの巧 D 巧い 


A 警告 

® アダプタのコードや電源コード 
が傷んだ6使用しないでくださ 

禁止 し、 0 

感電、発熱、火災の原因となりま 
す。 


A AC アダプタは、風呂場などの 
じゾ湿気のをい場所では使用しない 
禁ムでください。 

感電の原因となります。 

^ DC アダプタはマイナスアース 
じゾ車専用でず。プラスアース車に 
-とは使用しないでください。 

火災の原因となります。 


Q 雷が晴り出した6、プ□ジエク 
ター、アダプタには触れないで 
禁と < ださい。 

落雷、感電の原因となります。 


Q コンセントやシガーライタソ 

ケットにつながれた状態で巧電 
^と端子をショートさせないでくだ 
さい。また、巧電端子に手や指 
など、身体の一部を軸れさせな 
いで < ださい。 

火災、故障、感電、傷害の原因と 
なじます。 


^巧電中は、アダプタをを定した 
じゾ場所に置いてください。また、 
禁と アダプタを巧や布団で覆った 
り、包んだりしないでくださ 
い。 

プ□ジてクターが外れたり、熱び 
こちり、火災、故障の原因となり 
ます。 


^アダプタのコードや電源コード 
vN の上に重いものをのせたりしな 
禁と いでください。 

感電、火災の原因となります。 

® 濡れた手でアダプタのコード、 
コンセントに軸れないでくださ 

濡れ手禁止 

感電の原因となります。 
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o 

指示 


o 

指示 


o 

指示 

o 

指示 


o 

指示 


を 

電源フラ 
ブを巧く 


受 

電源フラ 
グ嫌く 


指定の電源、電圧で使用してぐ 
ださい。 

誤った電圧で使用すると火災や故 
障の原因となります。 

AC アダプタ： AC100V 
D 仁アダプタ: DC12V - 24V 
(マイナスアース車専用） 

DC アダプタのヒューズな i 万び 
一切れた場合は、必ず指定の 
ヒューズを使用してください。 

指定がのヒューズを使用すると、 
火災、故障の原因となります。指 
定ヒューズに関しては、個別の取 
扱説明書でご確認 < ださい。 

電源プラグについたほこりは、 

} 式き取ってください。 

火災の原因となります。 

AC アダプタをコンセントに差 
し込むときは、金属製ストラッ 
プなどの金属類を触れさせない 
よラにま意し、確実に差し込ん 
で < ださい。 

感電、ショート、火災の原因とな 
0ます。 

アダプタをコンセントやシガー 
ライタソケットか6巧く場台 
は、アダプタのコードや電源 
コードを無理に引っ張5ず、電 
源プラグを持って巧いてくださ 
い。 

コードを引っ張るとコードび傷つ 
さ、感電、火災の原因となりま 
す。 

長時間使用しない場台は、電源 
プラグをコンセントか5巧いて 
ぐださい。 

感電、火災、故障の原因となりま 
す。 

万が一、水などの液体が入った 
場合は、直ちにコンセントやシ 
ガーライタソケットか5電源プ 
ラグを巧いてください。 

感電、発煙、乂災の原因となりま 
す。 


電源フラ 
グ嫌く 


お手入れの際は、電源ブラグを 
コンセントやシガーライタソ 
ケットか5抜いて巧ってくださ 
い。 

感電の原因となりまず。 


♦ 医用電気機お近 < での取0巧い 

■本記載の内容は「医用電気機器への 
電波の影響を防止ずるための携帯電 
話端末等の使用に関ずる指針 J (電 
波環境協議会）に準ずる。 


〇 

指示 


〇 

指示 


A 警告 

医療機関の屋巧では次のことを 
守って使用してください。 
•手術室、集中 ミ 台療室 acu )、 冠 
状動脈疾患監視病室 （ CCU) に 
はプ□ジェクターを持ち込まな 
いで < ださい。 

•病棟内では、プ□ジェクターの 
電源を切ってください。 

• □ビーなどであってち付近に医 
用電気機器びある場合は、プ〇 
ジェクターの電源を切って < だ 
さい。 

•医療機関び個々に使用禁止、持 
ち込み禁止などの場巧を定めて 
いる場合は、その医療磯関の指 
おに従ってください。 

満員電車の中など混巧した場所 
では、付近に植込み型む臓ペー 
スメーカおよび植&み型除細動 
器を装着している方がいる可能 
性がありまずので、プ□ジェク 
ターの電源を切るよラにしてく 
ださい。 

電波により植込み型む臓ペース 
メーカおよび植込み型除細動器の 
作動に影響を与える場合びありま 
す。 
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〇 框 & み型む臓ペースメーカおよ 
_び植込み型除細動器を装着され 
ち W ている場台は、装着部か6プロ 
ジェクターは2吕 cmW 上離し 
て携行および使用してぐださ 
い。 

電波により植込み型む臓ペース 
メーカおよび植込み型除細動器の 
作動に影響を与える場をびありま 
す。 


〇 自宅療養などにより医療機関の 
がで、植込み型む臓ペースメー 
力および植込み型除細動器 L ソ外 
の医用電気機器を使用される場 
台には、電波による影響につい 
て個別に医用電気機器メーカな 
どにご確認ください。 

電波により医用電気機器の作動に 
影響を与える場合びありまず。 


取り扱い上のを意 


♦共おのお願い 


• 水をかけないでください。 

-プ□ジェクタ ー、 電池パック、アダプ 
夕は防水仕様にはなっておりません。 
風呂場など、湿気の多い場所でのご使 
用や、雨などびかかることはおやめく 
ださい。また身に付けている場合、汗 
による湿気により內部び腐食し故障の 
原因となりまず。調査の結果、これら 
の水磊れによる故障と判明した場を、 
保証対象外となり修理でさないことび 
あ0ますので、あらかじめご了承願い 
ます。なお、保証巧象がですので修理 
を実施でをる場合でち有料修理となり 
よ9 〇 

• お手入れは乾いた柔5かい巧（めがね 

巧:きなど）で拭いてください。 

-乾いた巧などで強く擦ると、傷びつく 
場をびありまず。取0扱いには十分ご 
注意いたださ、お手入れは乾いた桑ら 
かいな（めびね拭をなど）でないてく 
ださい。また、水滴や巧れなどび付着 
したまま放置すると、シミになった 
D 、 コーテイングびはびれた0するこ 
とびあ0ます。 

-アルコール、シンナー、ベンジン、洗 
剤などで巧くと、印刷び消えたり、色 
びあせた0することびあ0ます。 

• 端子は時々乾いた綿棒などで清掃して 

<ださい。 

-端子び;'ちれていると接触び悪 < なり、 
電源び切れたり充電不十分の原因と 
なったりしますので、端テを乾いた綿 
棒などで巧いて < ださい。 

また、清掃する隙には端テの破損に十 
分ごミ主意ください。 

• エアコンの吹き出し□の近くに置かな 

いで < ださい。 

-急激な温度の変化により結露し、内部 
び腐食し故障の原因となります。 

• プ□ジェクターや電池パックなどに無 

理な力びかからないよラに使用してく 

ださい。 

-多 < のちのび詰まった荷物の中に入れ 
た0、衣類のポケットに入れて座った 
りすると内部基板、電池パックなどの 
破損、故障の原因となります。また、 
外部接続磯器をが部接続端テに差した 
状態の場を、コネクタ破損、故障の原 
因となります。 
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•プ□ジェクター、 FOMA 端末、アダプ 
夕に添付されている個別の取扱説明書 
をよくお読みください。 

♦ プロジェクターについてのお願い 

•極端な高温、低温は避けてください。 
"温度は已む〜3日む、湿度は4己〇/〇〜 
8已％の範囲でご使用ください。 

• 一般の電話機やテレビ-ラジオなどを 
お使いになっている近くで使用ずると、 
影響を与える場含があ0まずので、な 
るべく離れた場所でご使用ください。 
•プ□ジェクターを落としたり、衝撃を 
与えたりしないでください。 

-故障、破損の原因となります。 

• レンズに傷やミちれをつけないでくださ 
い。 

-されいに投写でをなくなったり、変形 
和故障の原因となったりします。 

• たばこの煙にさらされる場所で使用し 
たり、保管したりしないでください。 

-レンスにミちれび付着して、画面び暗く 
なったりする原因となります。 

• 長時間連続して使用しないでください。 

-故障の原因となります。 

• が部接続端子にが部接続機器を接続ず 
る際に斜めに差したり、差した状態で 
引っ張ったりしないで<ださい。 

-故障、破損の原因となります。 
•移動ずるときは、プ□ジェクターをパ 
ソコンやデジタルカメラか5取0がし 
て < ださい。 

-故障、破損の原因となります。 

•ストラップなどを挟んだまま、 F -04 B 
に接ちしないよラにしてください。 

-故障、破損の原因となります。 

•使用中、充電中、プ□ジェクターはミ届 
かくなりまずが、異常ではありません。 
そのままご使用ください。 

• レンズを直射曰巧の当たる場所に放置 
しないで < ださい。 

-素子の退色-焼付さを起こす場合びあ 
ります。 

• 通常は夕1■部接続端子キャップをはめた 
状態でご使用ください。 

-ほこり、水などび入り故障の原因とな 
ります。 

• バッテリーカバーを外したまま使用し 
ないで < ださい。 

-電池パックびがれたり、故障、破損の 
原因となったりします。 


• プ □ジェ クターに磁気を帯びたものを 
近づけないでください。 

-強い磁気を近づけると誤作動を引き起 
こす可能性があります。 

♦電池パックについてのお願い_ 

• 電池パックは消辑品でず。 

-使用状態などによって異なりまずび、 
十分に充電してち使用時間び極端に短 
<なったとさは電池パックの交換時期 
です。指定の新しい電池パックをお買 
い求め < ださい。 

• 巧電は、適正な周囲温度 （5 に〜30 
ご）の場所で行ってください。 

• 初めてお使いのとをや、長時間ご使用 
にな6なかったときは、ご使用前に必 
ず充電してください。 

•電池パックの使用時間は、使用環境や 
電池パックの努化度により異なります。 
•電池パックの使用条件により、寿命び 
近づくにつれて電池パックが膨れる場 
ちびあ0まずが問題ありません。 

• 電池パックを長期保管される場合は、 
次の点にご ミ 主意ください。 

-満充電状態（充電完了後すぐの状態） 
での保管 

-電池残量なしの状態（本体の電源び入 
らない程消費している状態）での保管 
電池パックの性能や寿命を低下させる 
原因とな0ます。 

♦ アダプタについてのお願い 

• 巧電は、適正な周囲温度 （5 に〜30 
ご）の場所で行ってください。 

•次のよラな場所では、充電しないでく 
ださい。 

-湿気、ほこり、振動の多い場所 
-一般の電話機やテレビ-ラジオなどの 
近< 

•充電中、アダプタび温かくなることが 
ありまずが、異常ではあ0ません。そ 
のままご使用ください。 

• DC アダプタを使用して巧電ずる場ち 
は、自動車のエンジンを切ったまま使 
用しないで < ださい。 

-自動車のバッテ U —を消耗させる原因 
となります。 

• 巧け防止機構のあるコンセントをご使 
用の場ち、そのコンセントの取扱説明 
書に従ってください。 

.強い衝撃を与えないでください。また、 
巧電端子を変形させないでください。 
■故障の原因となります。 
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♦ Bluetooth 機能を巧用ずる場合の 
お願い 


•プ□ジェクターは、 Blue ね oth 機能を 
F -04 B か5の静止画や文書データの受 
信のために使用してお0、それ攻がの 
用途では使用でをません。 

• Bluetooth 機能を使用した通信時のセ 
キュリティとして、团 uetooth 標準規 
格に華拠したセキュリティ機能に対応 
しておりまずび、利用の際にはごを意 
<ださい。 

• Bluetooth 機能を使用した通信時に 
データや情報の漏;’まび発生しましてち、 
責任を負いかねまずので、あらかじめ 
ご了承ください。 

• 周波数帯について 
プ□ジェクターの Bluetooth 機能び使 
用する周波数帯は次のとおりです。 

①感感 
2.4 FH 1 


①と4 : 24日 OMHz 帯を使用する無線 
設備を表します。 

® FH :変調方式び FH - SS 方式である 
ことを术します。 

通]:想定される与干渉距離び] 0 m _ L 处 
下であることをおします。 

@ I : : I : 2400 MHz 〜 

2483.已 MHz の全帯域を使用し、か 
つ移動体識別装置の帯域を回避不可 
であることを意昧します。 


Bluetooth 機器使用上のミ主意事 I 頁 

本製品の使用周波数帯では、電子レン 
ジなどの家電製品や産業-科学-医療 
用機器のほか、工場の製造ラインなど 
で使用される免許を要する移動体識別 
用構内無線局、免許を要しない特定ル 
電力無線局、アマチュア無線局など 
(政下「他の無線局」と略します）び 
運用されています。 

1.本製品を使用する前に、近<で「他 
の無線局」び運用されていないこと 
を確認してください。 

と万び 一、 本製品と r 他の無線局」と 
の間に電波干渉び発生した場をに 
は、速やかに使用場所を変えるか、 
「電源を切る」など電波干渉を避け 
12 て < ださい。 


3.その他、ご不明な点につさまして 
は、取扱説明書裏面のけ爸をお問い 
合わせ先」までお問い含わせくださ 
い。 

n n 

♦ま意 


• 改造されたプ□ジェクターは絶対に使 
用しないでください。改造した機器を 
使用した場台は電波法にお角虫しまず。 

プ□ジェクターは、電波法に基づく特 
定無線設備の技術基準適を証明等を夏 
けており、その証として r 技適マーク 
奠」びプ□ジてクターの銘版シールに 
表示されております。 

プ□ジェクターのネジを外して内部の 
改造を巧った場を、技術基準適合証明 
等び無効となります。 

技術基準適を証明等び無効となった状 
態で使用すると、電波法に抵触します 
ので、絶対に使用されないよラにお願 
いいたしまず。 

• 自動車などを運転中の使用にはごま意 
<ださい。 

転倒や事故の原因となります。 

• Bluetooth 機能は日本国内で使用して 
<ださい。 

プ□ジエ クターの巳 lueto 日 th 磯能は日 
本国内での無線規格に準拠し認定を取 
得していまず。 

海がでご使用になると罰せられること 
びあります。 

♦電液障害について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自 
主規制協を ( VCCI ) の基準に基づくクラ 
ス巳情報処理装置です。この装置は、家 
庭環境で使用することを目的としていま 
すび、この装置びラジオやテレビジョン 
受信機に近接して使用されると、受信障 
害を引さ起こずことびあります。取扱説 
明書に従って正しい取り扱いをして下さ 
い。 
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各部のち茄と機能 


※中央下の図は ユニッ トカバーを取りがした状態です。 

□ レンズ 

データを投写します。 

旦ストラップ取付口 
凸ピント調藝ホイール 

画面のピントを調整します。 

□ 外部接続端子 

別売の AC アダプタや FOMA 充電機能付 US 日接続ケーブルなどを接続します。 

□ 電池ランプー P 1 4 

□ Bluetooth ランプ- •• P 1 4 

□ CS 電源キー 

電源のオン/オフを行います。 

回入力切曾キー 

映像信号の入力を切り替えます。 

且 I か I 明るさ調整キ— 

画面の明るさを調整します。 

の VIDEO 端子 

アナ□グ RGB ケーブル（試供品）やビデオケーブル（試供品）などを接続しま 
す。 

田ユニツトカバー 
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田ユニット用パッテリーカバー 
因ユニット接続端子 

F- 日 4B のディスプレイユニッ ト との接合用に使う端モでず。 

♦ランプの表示 


ランプの色や点丹/点滅でプ□ジXクターの状態を確認できます。 

電池ランプ 


ランプの色 

ランプの巧態 

プ n ジェ クターの 状態 

青 

点灯 

電池残量十分 

黄 

点灯 

電池残量少 

黄 

点滅 

電池残量ほとんどなし（充電び必要） 

ホ 

点灯 

充電中 

緑 

点灯 

US 巳ケープルでパソコンと接続中 
(ソフトウェア更新時） 


Bluetooth ランプ 


♦入カモード 


プ□ジエクターへ入力する映像によって、プ□ジエクター側の入カモードを切り 
替える必要びあ0ます。入カモードのマークはプ□ジエクターの投写画面に表示 
されます。それぞれのマークの意昧は次のとおりでず。 


ランプの色 

ランプの状態 

プ n ジエ クターの 状態 

青 

点滅 

巳 lueto 日化接続中 

赤 

点滅 

巳 lueto 日 th 未接続 


入カモード 

接続機器と画像サイズ 

E ニット担さ 

F-04B と接をして投写するとき 

"Bluetooth 

F-04 目と目 luetooth 接続して投写するとき 

1 VGA 

約 4:3 比率の映像を出力するデジタルカメラなどの外部接続機器 
と接続して投写するとさ 

peegpiii 

Ifwvga 

約 1 目: 9 比率の映像を出力するデジタルビデオなどのが部接続機 
器と接続して投写するとを 


K 抑-励1， 

VGA 

VGA (640x480) 出力に対応したパソコンと接続して投写す 
るとさ 


圏-醜, 

FWVGA 

FWVGA (848x480) 出力に対応したパソコンと接続して投写 
するとを 
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プロジェクターは水平な場所に設置してください。 

スク U — ン 


レンズの中む 


投写距離 


プ□ジェクター 


プ□ジェクターのレンズの中むと同じ高さが画面の下端の高さにな0ます。 
プ□ジェクターの先端か5スク U —ンまでの距離び投写距離です。 

スク U —ンに巧写される画像は周りび明るいと見にくいことびあります。 


巧写距離とスクリーンサイズ 


スクリーンサイズ 

投写距離 

約日 inch (縦 6 cmx 横11 cm ) 

約 23 cm 

約2日 inch 〔縦2已 cmx 橫 44 cm ) 

約吕日 cm 

約 40 inch 〔縦己 Ocmx 横 89 cm ) 

約]目 4 cm 

約目卸 nch 〔縦 82 cmx 横14巨 cm ) 

約320巳 m 
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準備 

r ユニッ トカバーの取り付け/取 0 外し 


F -04 B と接合していないとをは、プ□ジェクターに ユニッ トカバーを取り付ける 
ことがでをまず。 

♦取日付ける 

I ユニットカバーのツメをプ□ジェクターの S ゾに合わせて、〇のち 
向に差し&む 

2プ□ジ I クターの凹部分にユニットカバーの凸部分を合わせて、© 
のち向に巧し付けて取り付ける 


1 




♦取日かす 

I ユニットカバーのつまみをつまんで、矢印のち向に持ち上げて取りが 
す 



✓お知呂せ . 

•プ□ジェクターを持ち運ぶ際は、ユニットカバーを取り付けることをおすすめします。ユ 
ニット接続端モ部分に硬い物びぶつかると、傷びついたり、 S 夕障や破損の原因とな D まず。 









電池パックの取 0 付け/取 0 かし 


電池バックの取り付け/取り外しは、電源を切ってか5、手に持って行ってくだ 
さい。 

♦取日付ける 


1 ユニット用バッテリーカバーの〇の部分を指で巧しなげ5、©のち 
向にスライドさせてがす 



2電池パックのラベル面を上にして、電池パックの凸部分をプ□ジェク 
夕一の凹部分に合わせて〇のち向に差し込み、さ引こ、©のち向に 
巧し付けてはめ込む 



わ 






3 ユニット用バッテリーカバーを約 2 mm ず 5 したまま、バッテリーカ 
バーの8箇所のツメをプ□ジェクターの S ゾに合わせる 

4プ□ジてクターとユニット用バッテリーカバーにずき間が生じないよ 
うに〇の方向に押さえなび S 、 ©の方向にスライドさせて取り付け 
る 



♦取日かず 

] 取り付けかたの操作1を巧ラ 

2電池パックのツメをつまんで、矢巧の方向に持ち上げて取りがず 



✓お知 S せ . 

•電池パックをお理に取り付けよラとするとフ□ジェクターの端子び壊れる場合びあるため、 
ご注意 < ださい。 

•上記がの方法で取り付け/取りがしを斤ったり、力を入れすざたりすると、プ□ジェク 
ターやユニット用バッテ U —カノ（一び破損する恐れびあります。 
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巧巧 


お買い上げ時は、電池パックは十分に巧電されていません。必ず専用の AC アダプ 
夕で巧電してか6お使いください。 

ぐ巧電時間（目ま）と使用時間（目ま） 


巧電時間 

AC アダプタ：約]已〇分 

DC アダプタ：約1日日分 

連続お写時間 

約に0分蝴るさ「標準」） 

約160分（明るさ情低」） 


•充電時間とは、プ□ジ X クターの電源を切って、電池パックび空の状態から充 
電したとさの目安です。プ□ジェクターの電源を入れて充電した場合、充電時 
間は長くなります。 

• 連続投写時間とは、 F - 日 4 B と接合して投写した場合の使用時間です。 

❖ 電池パックの寿巧について 

•電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごとに、 1 回で使える時間び次第に短 I 
くなっていをます。 

•] 回で使える時間びお買い上げ時に比べて半分程度になった5、電池パックの寿 
命び近づいていますので、早奴に交換することをおすす奴します。また、電池 
ノてックの使用条件により、寿命び近づくにつれて電池パックび膨れる場合びあ 
0ますび問題ありません。 

• 充電しなび5プ□ジェクターを使用すると、電池パックの寿命び短<なること 
びおります。 

♦ AC アダプタで充電ずる 


I プ□ジェクターの夕+部接続端子の端子キャップを開を（〇)、 AC ア 
ダブタのコネクタを矢印の表記面を上にして水平に差し&む （©) 


19 




9 AC アダプタの電源プラグを起こし、 AC 100 V コンセントへ差し& 
む 


電池ランプび赤色に点なし、充電び始まります。充電び終わると電池ランプ 
は消灯します（プ□ジェクターの電源び入っている場合は、充電び終わると 
青色に点口します)。 



側のリリースボタンを押しなが S 、 プ□ジェクターか S 水平に引き巧 

< 

✓お知 S せ . 

• AC アダプタのコネクタを扳き差しする隙は、コネクタ部分に無理な力びかからないよラ 
ゆっくり確実に行ってください。取りがすとをは、必ずリ|」ースボタンを巧しなびら水平に 
引を抜いてください。無理に引さ揣こラとすると故障の原因となりまず。 

•電池残量は、電池ランプの表示で確認してください。 ^ P 14 

• AC アダプタを接続して長時間プ□ジェクターを使用し続けると温度上昇のため充電び停止 
し、電池切れを起こす場台びあります。 

• フ□ジェクターと F - 日 4 B を接含している状態で、プ□ジェクターまたは F -04 日に冉 C アダ 
プタを接続している場含は、冉巳アダプタを接続している側の充電び完了するとをラー方を 
巧電します。ただし、 AC アダプタを接続している側の電池残量び減みすると、 AC アダプタ 
を接続している側の充電に切り曾わります。 

• フ□ジェクターと F - C )4 日を接含している状態でち、フ□ジェクターまたは F - 日4日のどちら 
にを AC アダプタを接続していない場含は、電源の供給は行われません。 


電源を入れる 


I 匹 □ に秒攻上） 

電池ランプび点口します。電池ランプび黄色で点滅した場合は電池鶏量びか 
なくなっているた奴、充電してください。 - P 19 

❖電源の切 D かた 
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m (2 秒政上) 














接合/接続 


♦ F -04 B と巧台ずる 

F - 日 4 B のディスプレイユニットと接合します。 

プ□ジェ クター に ユニッ トカバーを取0付けている場合は、 ユニッ トカバーを取 
り外してください。一 P ] 目 

] プ□ジェクターの電源を入れる一 P 20 

2 F -04 B のディスプレイユニットとキーユニットを分離ずる 

• 分離のしかたについては F -04 B の取扱説明書をご覧ください。 

3プ□ジェクターの凸部分と F -04 B のディスプレイユニット裏面の凹 
部分を〇の方向に合わせるようにしてユニットを重ね、セパレート 
ボタン部分が「カチッ」と音がして固定されるまで©の方向に巧ず 

• プ□ジェクターと F - 日 4 日を初めて接合したときには、プ□ジェクターユ 
ニッ トの登録び完了した旨のメ ッ セージび表示されます。 董 



❖分謎のしかた 


I F -04 B のディスプレイユニットのセパレートボタンを押し、ディス 
プレイユニットを持ち上げる 

✓お知 S せ . 

• 分離/接合時に無理な力を加えなレでください。破損の原因となりまず。 

•巧回の接合時には、プ□ジェクターび巨 luetooth 機器として F-04 巨に登録されます。 
•F-04 日からは最後に登録されたフ□ジェクターでのみ巨 luetooth 接続を使ったお写ができ 
まず。 
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♦ F -04 巳と巳 luetooth 接続する 


F -04 B と团 uet 00 th 接続して使用する場创ま、プ□ジエクターび Bluetooth 機器 
として登録されている必要びあ0ます。 

登録は、プ□ジエクターを初めて F -04 B と接合したときに自動的に行われます。 
- P 21 

✓お知己は . 

•F-04B と接合している状態でわ Bluetooth 接続することびできます。 

♦パソコンやデジタルカメラを接続する 


お使いのバソコンやデジタルカメラびプ□ジエクターに対応しているかど5かは、 
「まな仕様」をご覧ください。一 P 30 

] プ□ジエクターの電源を入れる一 P 20 

2プ□ジエクターの VIDEO 端テの端テキヤップを開き（〇)、アナ□グ 
RGB ケーブル（試供品）またはビデオケーブル（試供品）のプロ 
準 ジエクター側のコネクタを、▲マーク面を上にして差し&む （©) 

ス CS ] を巧して入カモードを切り替える一 P 1 4 

4アナ□グ RGB ケーブル（試供品）またはビデオケーブル（試供品） 
をが部機器に接続ずる 
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1 F -04 B と接合ずる一 P 21 

2 F -04 B の回を巧し、データ出力状態にずる 

F - 日 4 B か5の映像信号を受信し、 F - 日 4 B のデータび投写されます。 

•公共モード（ドライブモード）を設定するかどラかの確認画面び表示された 
とさは、「はい」または「いいえ」を選択します。公共モード（ドライブ 
モード）については F -04 巨の取扱説明書をご覧ください。 

• プ□ジェクター投写中に電話着信-六ール着信びあってわ F - 日 4 B のディス 
プレイ表示には切り替わりません。 

• プ□ジェクターの投写を F - 日4巨のディスプレイ表示に切り替えるには、 F - 
日4巨で「匹西)►固 LifeKit ►困プ□ジェクターユニット►ディスプレイ切 
誓」と操作します。 

• F - 日4目で「匹西]►固 LifeKit ►困プ□ジェクターユニット►プ□ジェク 
夕ーユニット切誓」と操作しても、プ□ジェクターの投写と F - 日 4 B のディ 
スプレイ表示の切誓を行ラことびでをます。 

• F - 日4目の操作については F - 日 4 B の取扱説明書をご覧ください。 

• F - 日4目と接合して投写すると、自動的に入カモードび 「 F - 日 4 B ユニット接 
合（^)」に切り誓わります。 

• F - 日4目とプ □ジェ クターび接合されていて、入カモードび 「 F - 日 4 B ユニッ 
卜接合（援新」の時、分離すると自動的に入カモードび 「 F - 日 4 B 
Bluetooth (S)J に切り誓わります。 

3投写を終了ずる場合は、プ□ジェクターの電源を切る 

く♦投写中の F -04 B のディスプレイ表示について 


プ□ジェクター投写中は、 F - 日 4 B のディスプレイに操作用画面び表示されます。 
表示された各キーにタッチしてデータを操作でさまず。 


PROJECTOR CONTROLLER 
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使いかた 

夕の巧写 


♦ F -04 B とお合してデータを投写する 


使いかた 






✓« 知 Sli..... 

• F-04 巨と接含してデータを巧写している場创ま、 F-04 己と Bluetooth 接続してデータを投 
写することびでさません。 

•音び鳴ったり、画像び表示されたりしているとをに、プ□ジェクターの投写と F-04B の 
ディスプレイ表示を切り誓えると、音声や画像び途切れることびあります。また、ワンセグ 
の録画中にプ□ジェクターの投写と F-04B のディスプレイ表示の切り替えを斤ラと、録画 
されたデータの音声や画像が乱れることびあります。 

•表おする画像によってはちらつをや色ムラび見える場をがあります。 

♦ F-04B と Bluetooth 接続してデータを投写ずる 


初めて F- 日 4B とプ□ジェクターを接合すると自動的に Bluetooth の登録び行わ 
れ、 F- 日 4B とプ□ジェクターを目 luetooth 接続できるようになります。一 P22 
F- 日 4B とプ□ジェクターの接合方法一 P2 1 

] プ□ジェクターの電源を入れる一 P 20 

2 E ] を巧して入力を切り替える一 P 14 

3 F -04 B を政下のように操作してデータ出力状態にずる 

F -04 B 側の操作： |menu| ►间 UfeKit ►间プ□ジェクター ユニッ ト 
► Bluetooth 送信►データを選択 ► 「投影」にタッチ 

F- 日 4B と Bluetooth 接続され、 Bluet 日日 th ランプび青色で点滅し、 F- 日 4B の 
データび投写されます。 

• データを選択した後に、 F - C )4 巨の面を巧してもプ□ジェクターに投写でを 
ます。 

• データ量によっては、投写されるまでに数砂かかる場合びあ0ます。 

4投写を終了ずる場合は、プ□ジ I クターの電源を切る 

知 Sli.......... 

• F-04 巨と日 luetooth 接続してデータを巧写している場合は、 F-04 巨と接合してデータを投 
写することびでさません。 

•入カモードを rF-04B Bluetooth ( S !)」 に切り誓えると、プ□ジェクターび Bluetooth 
待機状態となり、電波び発信されます。 

•F- 日4日び、キーユニットと巨 luetooth 接続待機しているときには、 F-04 巨とプ□ジェク 
夕一は团 uetooth 接続できません。 F-04 日で「區西]►固 UfeKit ►因巨 luetooth ►登録機器 
リスト」と操作し、キーユニットにカーソルを合わせてサブメニューから「切断」を選択 
し、「はい」を選択してください。 


使いかた 
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♦パソコンやデジタルカメラのデータを投写ずる 


接続するが部機器の出力画面の解像度び目 40x48 日ピクセル (VGA ) または 

848x48 日ピクセ J レ （FWVGA)、U フレッシュレートび目日 Hz になってし、ること 

を確認してください。 

•たとえば Windows XP では「画面のプ□パティ」の「設定」タブで解像度の設 
定を確認でをます。また、「画面のプ□パティ」の「設定」タブか5 r 詳細設 
定」 ► 「アダプタ」タブ ► 「モードの一覧」で表示されるモードの一覧か5目 
的の解像度とリフレッシュレートを選択でをます。詳しくは接続する機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

] パソコンやデジタルカメラなどのが部機器を接続ずる^ド22 

2 E ] を巧して入力を切り替える一 P 14 

P1 4の入カモードをご確認の上、外部機器出力画面の解像度に合わせて入力 
を切0誓えます。 

接続した外部機器か5の映像信号を受信し、が部機器のデータび投写されま 
す。 

3投写を終了ずる場合は、プ□ジェクターの電源を切る 

知 Sli . 

•表面が高温となるため、 ユニッ トカバーを取0付けてご使用<ださい。 

•接続する機器によっては、画面の一部び切れたり、アスペクト比びをわない画像び表おされ 
る場含びあります。このよラな場合、パソコン側またはプ□ジェクターユニットの解像度を 
切り替えるか、ディスプレイドライバーを最新にしてくださレ。 

♦プ□ジェクター投写中にでまること 


ピント調整ホイール： 画面のピントを調整 
m :画面の明るさを調整（日段階） 

•プ□ジェクターの表面温度び高いと、安全のため自動的に明るさを暗くし、温 
度び下びるまで明るさを固定します。 


使いかた 
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♦ピントが合わない 

• レンズびミちれていませんか。 

•レンズのピントび調整されていますか。 

•投写距離がプ□ジェクターの对応範囲内になっていますか。一 P1 日、3日 
• プ□ジェクターやスク U —ンの設置角度を傾けすざていませんか。一 P1 己 


>画面び暗くなる 

•プ□ジエクターの温度び高すざる場含、自動的に明るさを暗くし、明るさの変更び 
でさなくなります。温度び下びると、明るさを変更でさます。 


♦画像が乳れる 

• アナ□グ RG 巳ケープルを使っているとさに、電池残量びほとんどなくなっていま 
せんか。一 P19 


•機器は正しく接合/接続されていますか。一 P21、 22 
•入力信号は正しく設定されていますか。 

•接続した機器は正常に動作していますか。 

• プ□ジェクターび対応していない信号を入力していませんか。一 P3 日 
• F-04B と接合したまま F- 日4日のみ電源を入れたり切ったりすると、 F-04 日にプロ 
ジェクターび認識されないことびあります。プ□ジェクターの電源を切って、ちラ 
一度電源を入れてください。 -P20 


参投写でをない 


♦電源断が起さる 

• 電池パックの端テがミちれていると接触び悪くなり、電源び切れることがあります。 

巧れたとさは、電池パックの端テを乾いた巧、綿棒などで巧いてください。 

• プ□ジェクターの温度び高すざる場合、ま全のため自動的に電源び切れることびあ 
0ます。しばら<たって温度び下がってから、再度電源を入れてください。 


•電池パックの使用時間は、使用環境や劣化度により異なります。 

•電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごとに、 ] 回で使える時間び次第に短く 
なっていさます。十分に充電しても購入時に比べて使用時間び極端に短くなった場 
合は、指定の電池パックをお買い求めください。 


参電池パックの使用時間び短し、 


•電池パックび正しく取り付けられていますか。 -P17 

•別売の AC アダプタのコネクタびプ□ジェクターにしっかりと接続されていますか。 
AC アダプタの電源プラグびコンセントに正しく差し込まれていますか。一 P1 9 


參巧電がでをない 


•電池パックび正しく取り付けられていますか。 -P17 
•電池切れになってぃませんか。^ド14、19 


參プ□ジェクターの電源が入5なし、 


•まず初めに、ソフトウェアを更新する必要びあるかをチェックして、必要な場 
合にはソフトウェアを更新してくださし、。一 P27 
• 気になる症状のチェック項目を確認してわ症状び改善されないとさは、取扱説 
明書裏面の r 故障お問い合わせ先」または、ドコモ指定の故障取扱窓□までお 
気軽にご相談 < ださい。 


その他 


が障かな？とおった6 




:ア更新 


パソコンで更新用ソフトウェアをダウン□—ドし、別売の FOMA 巧電機能付 
US 巨接続ケーブル02または FOMA USB 接続ケープルでプ□ジェクターと接続 
ずると、プ□ジェクターのソフトウェアを更新ずることができまず。 

更新用ソフトウ I アは下記のホームページか6ダウン□ードでをまず。 
http :// www . fmworld . net / product / phone / downloacl / f -04 b / projector / 

• URL および掲載内容については、将来予告なしに変更することびあります。 


❖動作摆境 について 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC / AT 互換機 

US 巳ポート （ USB 仕様 1.1/2 .日に準拠） 

0 S (各日本語版、3吕ビット版） 

Windows XP、Windows Vista、Windows 7 


• 動作環境の最新情報は、更新用ソフトウェアのダウン□ードぺージでご確認< 
ださい。 

• 日 S をアップグレードした場合の動作は保証いたしかねまず。 

•動作環境によってはご使用になれない場合びあ0まず。また、上記の動作環境 
L 处がでのご使用について、当社では責任を負いかねますのであ5かじめご了承 
<ださし、。 

♦ソフトウェアを更新する 


] パソコンでサイトか5更新用ソフトウェアをダウン□-ドする 
2更新用ソフトウェアを実行する 

3画面の指示に従って、プ□ジェクターの電源を入れ、パソコンとプロ 
ジェクターを USB ケーブルで接続する 

• プ□ジェクターの外部接続端子の端モキャップを開さ、 USB ケーブルのプ 
□ジェクター側のコネクタを差し込みます。続いて US 日ケーブルのバソコ 
ン側のコネクタをバソコンの USB コネクタに差し込みます。 

4画面の指示に従ってソフトウ I アを更新ずる 

✓お巧己せ . 

•USB ケーブルを無理に引さ巧こ3とすると®障の原因となります。また、ソフトウェア更 そ 

巧中に USB ケーブルを外すと、誤動作やデータ消失の原因とな D ます。 S 

•ソフトウェアま巧は、電池をフル充電して、電池残量び十分にあるが態で実行してくださ 
し、。 
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保証とア フターヴー ビス 


♦巧話について 


•プ□ジエクターをお買い上げいただくと、保証書び付いていますので、必ずお 
受け取0ください。記載内容および「販売店名-お買い上げ曰」などの記載事 
項をお確かめの上、大切に保管して<ださい。必要事項び記載されていない場 
合は、すぐにお買い上げいただいた販売店へお申し付けください。無料保証期 
間は、お買い上げ曰より1年間です。 

• この製品は付属品を含奴、改良のた饭予告なく製品の全部または一部を変更す 
ることびありますので、あ5かじめご了承ください。 

♦アフターサービスについて 


修理を依頼される前に、本書の「故障かな？と思った5」をご覧になってお調べ 

ください。それでち調子びよ<ないとさは、取扱説明書裏面の「故障お問い合わ 

せ先」にご連絡の上、ご相談<ださい。 

お問い合わせの結果、修理び必要な場合は、ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参 

いたださまず。ただし、故障取扱窓□の営業時間巧の受付とな0ます。なお、故 

障の状態によっては修理に日数びかかる場合びございますので、あ5かじめご了 

承 < ださし、。 

が巧期間巧け 

• 保証書の規定に基づさ無料で修理を行います。 

•故障修理を実施の隙は、必ず保証書をお持ち<ださい。保証期間内であってち 
保証書の提示びないちの、お客様のお取0扱い不良（レンズ•コネクタなどの 
破損）による故障、損傷などは有料修理となります。 

• ドコモの指定がの機器および消耗品の使巧に起因する故障は、保証期間内で 
あっても有料修理となります。 

次の場台は、修理できないことがありまず。 

• 故障取扱窓□にて水濡れと料断した場合 

• お預か0検査の結果、水請れ、結露-汗などによる腐食び発見された場合や、 
内部の基板び破損-変おしていた場合（外部接続端テ-レンズなどの破損や置 
体亀裂の場合においてち修理びでさない可能性びあります） 

※修理を実施でさる場合でち保証対象がにな0ますので有料修理とな0ます。 

保証期間が過ぎたとさは 

• ご要望により有料修理いたします。 

部品の保有期間は 

• プ□ジェクターの補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低 
保有期間は、製造打ち切り後目年間を基本としておりまず。ただし、故障箇所に 
よっては修理部品の不足などによ0修理びでさない場合ちございますので、あ 
らかじめご了承ください。また、保有期間び経過した後ち、故障箇所によって 
は修理巧能なことびありますので、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」 

へお問い合わせください。 


その他 


28 



ン-関連機器のご紹な 


地域によってお取り扱いしていない商品もありまず。詳細は、ドコモショップな 
どの窓□へお問い合わせください。また、オプション品の詳細については各機器 
の取扱説明書などをご覧ください。 

• FOMA AC アダプタ日]/02 

• FOMA DC アダプタ日]ぷ1/日2》1 

• FOMA 乾電池アダプタ日1ぷ2 
• 電池パック F10 

• ユニットカバー F 01 
• ユニット用バッテ U — カバー F 01 

• FOMA USB 接続ヶーブル 

• F 日 MA 充電機能付 US 巨接続ケーブル日2《2、3 

• FOMA 補助充電アダプタ日]※2 

• FOMA 海が兼用 AC アダプタ日]※4 

《1プ□ジェクターの電源び入っている場合は消費電力び充電される電力よ0を 
<なるた饭満充電になりません。 

《2プ□ジェクターの電源び入っている場合は充電でさません。 

《3 US 巨 HUB を使用ずると、正常に動作しない場合びあります。 

《4日本国内で使用してください。 


そ 

の 

他 
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主な仕様 


プ□ジェクター 


品を 

プ□ジェクターユニット F01 

サイズ 

高さ約] ]4mmx 幅約日] mmx 厚さ約]目. 4mm 
(最薄部：約13.0 mm) 

質量 

約88邑 

巧電時間**1 

AC アダプタ：約]已〇分 

DC アダプタ：約1日日分 

光ぎ系基本方式 

DLP 方式プ□ジェクター 

光源 

3色 LED 

解像度 

フルワイド VGA (8 已 4X480 ドット） 

巧るさ※2 

く F-04 日接を時、巳 luetooth 接続時、ビデオケーブル接続時> 

最高：約 91m 高：約 71m 標準：約 61m 低：約 41m 
最お：約 21m 

くアナ□グ RG 目ケーブル接続時> 

最高：約目 Im 高：約已 Im 標準：約 41m 低：約 31m 
最ほ：約 21m 

連続}受写時間’ X ’3 

約12日分（明るさ「標準」の場合） 

約160分（明るさ「最低」の場を） 

ピント調整 

ダイヤル式 

スクリーンサイズ 

約已 inch 〜約6卸 nch 

投写距離 

約 23cm 〜約320 cm 

オフセット機能 

あ0 

Bluetooth 機能 

F-04 日との日 luet 00 th 接続にのみ使用可 

インターフェイス 

F-04 目との接を時：ユニット接続端子 （NTSC) 

(映像信号） 

F-04 目との日 luet 日 oth 接続時：巳 lueto 日 th 転送 （SPP) 

外部入力時：ビデオ入力 (NTSC) /アナ□グ RG 巳※4 


充電時間とは、プ□ジエクターの電源を切って、電池パックび空の状態から充電 
したとさの目まです。プ□ジエクターの電源を入れて充電した場を、充電時間は 
長くなります。 

《2明るさを「最高」「高」に設定して使用中にプ□ジエクターの表面温度び高くなる 
と、自動的に明るさび「標準」に切り替わり、プ□ジエクターび十分にをえるま 
で明るさ設定び固定されます。 

&3 F-04 日と接含して投写した場合の使用時間です。 

^ &4すべての機器での出力を保証するものではありません。 

0 本製品は、政下の種類のアナ□グ RGB 信号に対応しています。 


解像度 

モード 

リフレッシュ 
レート ( Hz ) 

水平周波数 
( kHz ) 

ク n ック 
( MHz ) 

640X480 

アナ□グ RG 巳ケーブル 
(VGA) 

已 9.94 

31.47 

25.18 

848X480 

アナ□グ RG 巳ケーブル 
(FWVGA) 

60.00 

31.02 

33. 7已 
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電池バック 


品を 

電池パック F 1 日 

使用電池 

U チウムイオン電池 

公称電圧 

3.7 V 

公称容量 

870 mAh 


輸出管理規制 


本製品及び付属品は、日本輸出管理規制 （ r 外国為曾及び外国貿易法」及びその関 
連法を）の適用を受ける場台がありまず。また米国再輸出規制 （ Expo け 
Administration Regulations ) の適用を受けまず。本製品巧び付属品を輸出及 
び再輸出ずる場合は、お客様の責任及び費用負担において必要となる手続さをお 
取りください。詳しい手続きについては経済産業省または米国商務省へお問い合 
わせ < ださい。 



•「 FOMA 」「 i モーシヨン」 「 i アプリ」「公共モード」は、 NTT ドコモの登録商標で 
す。 

• Microsoft ®、 Windows®、Windows Vista ®、 PowerPoint ® は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

• Microsoft Excek Micros 日 ft Word は、米国の Micros 日 ft Corporati 日 n の商品名称 
です。本書では Excel 、 Word のよラに表記している場合びあり去す。 

• フ U —ダイヤルサービス名称とフ U —ダイヤル□づマークは NTT コ S ュニ ケーシヨン 
ズ株式を社の登録商標です。 

•日 luet 日 oth ® とその□ゴマークは、巳 lueto 日 th S に， INC の登録商標で、株式を社 
NTT ドコモはライセンスを受けて使用しています。その他の商標および名称はそれぞ 
れの所有者に帰属します。 

• DLP および DLP ® □ゴは、テキサス-インスツルメンツの商標です。 

• その他、本取扱説明書に記載されているを社名や商品名は、各社の商標または登録商 
標です。 

•本書では各 0 S (日本語版）を次のよラに略して表記しています。 

-Windows 7は、 Microsoft ® Windows ® 7( Starter . Home Basic . Home 
Premium 、 Professional 、 Enterprise 、 Ultimate ) の略です。 

-Windows Vista は 、 Windows Vista ⑥ （Home 日 asic、Home Premium . 

Business 、 Enterprise 、 Ultimate ) の略です。 

- Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 
または Micros 日 ft ® Windows ® XP Home Edition operating system の略です。 

- Windows 20 日日は、 Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating 
system の略です。 そ 

の 

他 
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ア巧 


明るさ調藝キー . 

ア フターサー ビス . 

オプション•関連機器 


巧数き-記号 


,13 AC アダプタ . 

28 Bluetooth ランプ 
,29 VIDEO 端子 . 
















ランプ表示 


14 































綻合お R 3 いをねせ巧 < ドコモインフォメーシ 



取扱説明書に不明な点びございました5、下記のところまでお問い合わせください。 


I ドコモの携帯電話か6の場合 

凸(局番なしの) 1已1 


I (局番なしの） ■ W I (無料） 

※一般電話などか百はご利用になれません。 

〇ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけください。 


■一般電話などか5の場合 

画 □120-800-000 

※携帯電話、 PHS か6ちご利用になれます。 


巧盾お問い合わせ巧 


故障、異常かなと思われたら、下記のところまでお問い合わせ<ださい。 


■ ドコモの携帯電話か5の場合 


(局まなしの） 
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(無料） 


※一般電話などか引まご利用になれません。 


■一般電話などか5の場合 

函 0120-800-000 

※携帯電話、 PHS か6ちご利用になれます。 


〇ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけください。 


販売元株式会社 NTT ドコモ 
製造元冨±通株式会社 


锡 

Li-ion 00 


環境保全のため、不要になつた電巧は 
NTT ドコモまたは代理店、リサイクル 
協力店などにお持ちくださし、。 


PRINTED WITH 

SOY INK 


大宜みインキを任用していまず， 
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